


　　先を考えない”攻撃する能力”
　昨年の９月、安部晋三首相は「敵基地攻撃能力を
持たなければならない」と突然言い残し退陣した。
　その後の菅政権はこれに触れず一年で終わり、次
期総裁選で高市候補は攻撃能力は必要と安倍政権の
継続を明言、さらに防衛予算の倍増を声高に訴えた。
　１１月の衆議員選で自民は予想外な堅調ぶりをみ
せ、高市氏は政調会長に就任し攻撃能力向上を政策
に盛り込み、改憲可能な三分の二超えをテコに九条
改憲で軍備増強を図ろうとしている。　
　この敵基地攻撃能力は相手領域内でも阻止する
能力とも言い換え国民の抵抗感を和らげようとして
いるが、どのように変えようとも他国に対して先制
攻撃するとの意思を示すことになり、第二の真珠湾
攻撃となりかねない。先の大戦で攻撃先となった米
国は日本の国力をはるかに超えた大国、仕掛けた日
本は資源を他国に頼る小国で、総力戦に持ち込まれ
惨めな結果を招いた。高市氏などが想定する相手国
は中国であり、尖閣また台中関係において緊張を強
いられているが、日本との国力差は軍事、経済、ま
た国土、人口などにおいて敵対できるはずもないこ
とは明白で、近年の様々な分野の世界ランキング順
位もそれを裏付けている。　
　実感する一例として大学国際ランキングや国民の
収入を比較すれば中国より私たちは低位にあること
を落胆しつつ認めるしかない。軍備増強しその上争

うことは国民に再び惨禍をもたらすこととなる。
　政府が行うべきことは良好な日中関係を外交で築
いていくことであり、できなければ有能な政権に変
えるしかない。
　　独りよがりな”緊急事態条項”案
　敵基地攻撃能力、改憲をコロナ禍の中なぜ出すの
か、冷静に振り返り考えてみれば政権の維持が心も
となくなってきたとき、また慢心し傲慢になったと
き必ずといっていいほど言い出す。退陣後の影響力
低下を怖れて言い、また北朝鮮ミサイル発射時に緊
急アラートで避難行動を強制させられたことを思い
出せば分かりやすい。国民を不安におとしいれれば
その反動で強いリーダーを求める。そしてさらに悪
化しないよう心を癒す強いものが必要となる。この
心理をいま巧みに利用しようとするのが自民改憲草
案の緊急事態条項（第９９条）だ。「…内閣は法律
と同一の効力を有する政令を制定することができる
…」のくだりはもう、ナチスの独裁を許した当時の
ドイツ社会を再現しかねない恥ずべき記述といえる。
　一人一晩で考えた法で全国民を従わせる、その恐
ろしさをしっかりと認識したい。
　独りよがりの政治を防ぐため
に、憲法が国会議員に課した
第１５条の＜…全体の奉仕者
…＞を改めて読み解きたい。

　この処、自民党政府の憂慮すべき危険な政治に対
し、いかに新しい次の時代の担い手を育成し得るの
か、ということを、しみじみ思わずにはいられない。
　自民党が議会の圧倒的多数を占め、一党独裁的な
政治をほしいままにしてきたのは、何と言っても、
野党があまりにも弱体だったからである。従って、
健全な野党の強化こそ、何としても果たさなければ
ならない当面の課題である。そのためには革新陣営
を批判し続けることに、ためらいを感じる。しかし
こういう姿勢は右も左も悪いとして切り捨て、自分
は手を汚すことなく、何もしないで傍観する高踏的
態度であるとして非難されることもあろうし、場合
によっては自身の意図を超えて、保守党の立場を有

利にする反動的役割すら果たすのではないか、との
警告もある。しかし、今回の選挙の結果が明示して
いるように、立憲民主党が共産党との共闘により一
応成果を挙げることができたことは事実である。
　やがては自民対立憲を中心にした野党連合共闘対
決の時代が来るのではなかろうか、と密かに取り沙
汰される時勢になってほしいものと思っている。こ
れが正に国民が望んでいる声でもある。そして密か
に追求してきた問題点が、やはり核心を外したもの
ではなかったのではないか、と思われてならない。
　いかに安定しているように見えても、現在の保守
党が永久に政権の座に胡座をかき続けることはあり
えないことだ。やがてこの体制が崩れる時、いかな
る勢力がそのあとを継ぐことか。問題はまさにここ
にある。 稲垣 政夫
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人間の問題として捉えよ


